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研究の意義・目的

今までにPBPMを活用し薬剤師が全抗がん剤に対してDose 
Rounding（以下、DR）を実施した取り組みの論文報告はなく、
本研究で有用性を明らかにすることで、DRの推進に寄与し、国
の医療費の削減につなげる。

対象となる患者さん
2025年4月1日から2026年3月31日の間に当院にて薬剤師がPBPMに
基づき抗がん剤のDR実施した症例

利用するカルテ情報
診療科、レジメン、薬剤名、DR実施前投与量、DR実施後投与
量、削減薬剤費額

研究方法 診療データを基にした後向き観察研究

問い合わせ先
研究事務局：一宮市立市民病院　薬剤局 薬剤科長　浅野 寿規
（連絡先：〒491-8558 愛知県一宮市文京2丁目2-22、TEL 0586-
71-1911）

一宮市立市民病院に通院中または過去に通院された患者さん

またはご家族の方へ

薬剤局の臨床研究に御協力をお願いいたします。

現在、「PBPMに基づく抗がん剤Dose Roundingの医療経済効果」に関する臨床研究を実施して
おります。
このような研究は、「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」の規定によ
り、研究内容の情報を公開することが必要とされています。

本研究では、通常の診療において得られた診療記録（カルテ）や検査結果などの情報を利用し
て実施します。そのため、新たな診察や検査、検体の採取などは一切行いません。
研究にあたっては、患者さんを直接特定できる個人情報（氏名、住所、IDなど）を削除・匿名
化したうえで、統計的に処理・解析を行います。
得られた研究成果は、医学・薬学の発展に寄与することを目的として、学会発表や論文投稿等
に利用されることがありますが、個人が特定されることはありません。
ご自身の診療情報等を本研究に利用されることをご了承いただけない場合は、研究対象とはい
たしませんので、上記の連絡先までお申し出ください。
ご自身が本研究の対象かどうか不明な場合は、下記の問い合わせ先までご連絡ください。
研究事務局で診療録等を確認し、対象かどうかをご説明します。
研究への参加を希望されない場合は、お申し出以降、可能な範囲で研究への利用を中止しま
す。なお、お申し出により診療上の不利益を受けることはありません。


